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①成果優先度評価結果 ②コスト削減優先度評価結果

（６）事務事業に関する評価（６）事務事業に関する評価（６）事務事業に関する評価（６）事務事業に関する評価

�  完了 �  順調 �  概ね順調 �  停滞 �  実施困難

成果指標ア �  向上 �  横ばい �  低下

成果指標イ �  向上 �  横ばい �  低下

�  拡大 �  現状維持 �  見直し

�  縮小 �  廃止・休止 �  その他 ( )

従事職員数 常時 2

27年度は26年度と比べ防火水槽解体・撤去件数が少なかった為、

事業費が減となっている。

27年度実績（27年度に行った主な活動）

安全な消火栓を維持管理し、確実な消防活動の実施

を図る。
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工事請負費（設置・改修） 千円

2.工事請負費（解体・撤去）
678 工事請負費（解体・撤去） 千円

国庫支出金 千円

土地購入費

1.工事請負費（設置・改修）
6,930

解体・撤去２か所

千円
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（決算） （決算） （決算）

④事務事業に関する課題・環境の変化 ⑤事務事業に対する住民からの意見等
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② 事務事業の内容　※何をどのようにする事務事業なのか、市民が理解できるよう記述する、行政用語は使わない

・老朽化した金網張り防火水槽の金網を、要望等が無ければ新しいものに張り替える。また、既存の屋根付防火水槽の屋根の破損や、防火水槽が漏水し消防水利として

水量を確保できないものを修理し、危険のない使用可能な状態にする事業。

・防火水槽用地を借りて設置されている防火水槽が、地権者から用地返却を求められた際、撤去要望書を提出してもらい土砂等で埋め戻し現状回復を行う事業。

・住民からの設置要望や旭市消防力整備指針の計画にあわせ毎年度耐震性貯水槽の設置を整備計画する。

・旭市総合計画の策定もあり、市民の生命、身体及び財産の保護のため、火災等の災害に備え計画的に消火栓を設置する。また市内に設置されている消火栓が常に良

好な状態で使用できるように、腐食したボルト等の交換を行い、安全な消防活動ができるように維持管理する。

・住民の転落事故等防止のため始まった。

・地権者から土地の返却を求められたことから始まった。

・上水道整備事業開始に伴い、計画的に消火栓を設置し迅速な消火活動が

できるよう各計画に組み込んで実施している。また、安全,確実な消火活動を

確保するため、ボルト等が腐食した消火栓を修理する必要があったため。

・年数が経過した防火水槽の破損によりく、金網の張替えや屋根の改修件数が多く

なっている。・突発的な撤去要望が多く、予算化されていない年度内の実施が難しい

ため、地権者の理解を得るために苦慮することが多い。・年数が経過した古い防火水

槽は耐震性が無く漏水が多いため、防火水槽の入れ替えも検討したいが、厳しい財

政状況下で、漏水箇所の目地埋めやシート張り等の一時しのぎな工事しかできな

い。

・近年住民の防災意識が高まっているなかで、老朽化した防

火水槽の改修要望が多くなっている。

平成
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① 事務事業の期間
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3.公有財産購入費 0

主要事業

公有財産購入費 千円

消防施設整備事業

施策の展開 58

施策の展開

消防力の強化

（今年度新たに取り組

む事項について記載）
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今後も地域格差是正のため、有効な消防水利が不足し

ている地域を重点的に整備し充足率の向上を図る。

耐震性貯水槽設置　０か所

有蓋化・改修工事　１５か所

防火水槽撤去　１か所

防火水槽有蓋化・修理か所数

（井戸式消火栓含む）

消火栓新規設置（上段）・修繕数（下

段）

消火栓

老朽化防火水槽

消火活動に必要な消防水利を確保する。また、人災

による転落事故防止を図る。
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消防法第２０条　　水道法第２４条第１項

257

会計

事務事業評価シート 

消火栓新設３基、消火栓修繕７基

26年度 27年度

21,136有蓋化改修等１５か所

主な事業

国土強靱化地域計画

新市建設計画

定住自立圏構想

平成 27 年度事後評価・決算
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常備消防体制の充実
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